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Puritan-Bennett microprocessor 7，200 a人工呼吸器

(PB-7 ，200 a)を使用する機会を得たので報告する。た

だ PB-7，200に関しては昨年の本誌に時間らが性能実験

を，若林がユーザーのレポートを報告しており，かつ両

報告とも秀れているため今更という感は否めない。しか

し，われわれの使用したタイプは記録ができるようにな

った点と回路が単純になっため使用し易いと考えられ

る。

PB-7，200は microprocessor(MP)を内蔵， ガス駆

動であり， volume preset， pressure limitedタイプのベ

ンチレーターである。調節呼吸，補助呼吸 synchronized-

IMV， CPAP， Pressure supportなどを有する。

換気量維持性能，補助呼吸や S-IMV時のトリガー性

能にも優れている。それらの詳細な測定方法は省略する

が，通常の使用時には 95%以上の換気量維持性能を有

し， トリガーの遅れ時間は約0_1秒であり非常に優れて

いると言えよう。(遅れ時間に関しては BennettMA-2 

と同じであった〕。本器のような demandvalveによる

S-IMVではトリガー遅れ時間以外に患者の吸気努力に

よる吸気開始時の気道内陰圧が問題になるが， Pressure 

supportである程度解消できるようである。われわれは

5~8cmHzO の Pressure supportを用いることが多い

が，至適圧については明確ではない。

7，200 aで、は表に示すように，換気回数，分時換気量，

自発呼吸の分時換気量などが経時的に記録できるため，

Weaning時の呼吸力の変動理解に非常に役立つと考え

られる。

改良してほしい点としては，気管内吸引時などの場合

の apneaや低換気アラームが記録されてしまうことが

あげられる。たとえば，ボタンを押せば"気管内吸引施

行中"というようなコメントが入り，換気量などの記録

には計算されないような工夫が望まれる。

また好みの問題でもあろうが，われわれはMMVモー

ドがあっても良いのではと思った。
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表 PB-7 ，200 aでの記録例
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ベンチレーターの設定条件，アラームの設定の記録
以外に，患者の呼吸諸量の変化が経時的に記録され
るので weanmg時にとくに便利であった。また患
者の ID番号，部屋なども記録できることは意外と

便利である。


